










































































































































































































二月、大阪において大原社会問題研究所の創立総会がひらかれた。三月、京城を じめ朝鮮各地で、 “朝鮮 独立と朝鮮人民の自由民たるこ
と”を求める学生や一般民衆によるデモがおこなわれ、全国に波及した。デモ隊は日本官憲との正面衝突をさけ、夜中に山上で“万歳”をとなえるもので、警官や憲兵がやってくると別の山に集まる戦術をとった。
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































フレデリック ・ オースチン オッグ著柳田泉・宮沢末男共訳




































































































ウィリアム ・ ティ ・ グッド著来原慶助訳































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































社会篇 　第一章 　社会及倫理問題 　第二章 　宗教時論 　第三章 　宗教問題 　人生論 　第四章 　人生問題 　第五章 　青年問題 　
第六章 　家庭及婦人問題 　第七章 　教育問題
─
である。

































第一章 　思潮変遷の概観 　第二章 　ルーッソーと近代思想 　第三章 　自























第一章 　序論 　一 　
何な
故ぜ
に日本女性の研究を要するか 　二 　何を材料として婦人性を知るべきか 　第二章 　古代文学に現れた




第六章 　鎌倉時代の婦人界 　　第七章 　鎌倉時代の婦人 　第八章 　南北朝足利幕府及び戦国時代の婦人界 　第九章 　南北朝、足利、戦国時代の



























entury of  Intellectual D
evelopm
ent, 1907 （直訳すれば「知


































第一章 　人生と幸福 　第二章 　文明発達の経路 第三章 　人生の幸福と西洋文明（上） 　第四章 同（下） 　第五章 人生の幸
福と東西文明（上） 　















































第一章 　総説 　第二章 　政体変遷ノ概要 　第三章 　徳川幕府ノ政治的体
























緒言 　第一章 　分業の意義 　第二章 　分業の統合 　第三章 　分業成立の過程 　第四章 　分
業の原因 　第五章 　分業の結果 　結語
―
である。ところで著者がいうところの“分業”とは何か。かれは「社会ノ成員ガ異ナル業（しごと）ニ





（前篇）実際的生活の主張 　実際生活と市場との関係 　文明の生活と文明の知識 　家族主義の国柄に不似合なる社会現象 　家族の為に 　平凡社交道徳論 　公民の第一義 　首都の対外的関係（外人に対す 国民 心得） 　都市の修飾（
此この
都市の不体裁を如何にせん） 　素人の建築観 　娯楽の真意
義（公園設備の改善） 　共楽生活 　看護婦と社会的事（後篇）第一篇 　
欧ヨー ロッパ
羅巴












































序論 　第一章 　人間生活史の意義及び価値 　第二章 　人間生活の二分派 　本論 　北道（方）生活論 　第一章 　北道の自然及び



































緒論 　歴史の再査 　第一篇 　革命運動の心理的要素 　第二篇 　仏蘭西革命 　









緒論 　第一篇 　総論 　第一章 　家の意義 　第二章 　家族の意義及び要素 　第
三章 　家族の種類 　第四章 　家長権 　第五章 　 意義 　第二篇 　家族制 の変遷 　第一
章 　西洋に於ける家族制度の変遷 　第二章 　支那に於ける家族制度の変遷 　第三章 　日本に於ける家族制度の変遷（明治維新以前） 　第四章 　明治維新後の家族制度
















































































































歴史的研究 　第三章 　日本民族の生成及び発達 　第四章 　人口論の上より見たる欧米の社会と日本 　第五
























































第一章 　明治維新の政変 　第二章 　明治新政府 　第三章 　民権運動 　第四章 　政党の勃興 　第五章 　政府と政党 　第六章 　政
























































序論 　第一章 　動物の相互扶助 　第二章 　動物の相互扶助（続） 　第三章 　蒙昧人の相互扶助 　第四章 　野蛮人の相互扶助 　











大阪の貧民窟 　東京の貧民窟 　神戸の貧民窟 　貧民窟の住民 　
貧ひん
家か
の経済 　貧民の衣食住 　貧民の病気 　貧民の性情 　貧民の















































































第一論 　英国救貧制度 　第二論 　失業と労働取引所 　第三論 　職工組合の職分を論じて英国職工組合の法制的地位に及ぶ 　第











概論 　一 　二 　三 　社会組織 　一 　階級制度の起源と其性質 　二 　旗本与力同心仲間 　三 　浪人問題 　四 　商人生活 　五 　工
人生活 　六 　農民生活 　一般世態論 　新家族制度の発達（相続問題） 　幕府の経済政策 　幕府の貨幣制度 　水陸の交通 　外国貿易 　都市の発展 　都市村落の特殊機関 　
座ざ





























































どは、社会主義の本当の意味をよく知っ はいない。真の社会主義者と うのは、いまの 社会を破壊して 共産社会を建設しようとするものである。



































緒論 　第一章 　婦人運動の外的成果 　第二章 　婦人運動の内的成果 　第三章 　独身婦人に及ぼせる婦人問題の影響 　第四章 　









第一章 　社会各階級の生活と食費との関係 　第二章 　人間生活と動
物生活との差異 　第三章 　米価の暴騰暴落と各階級の利害 　第四章 　工業の発展を妨ぐる米価の暴騰 　第五章 　米価の変動がもたらす国家存立 脅迫
第六章 　無限の需要に対する有限の生産 　第七章 　世界各国の食料政策 　第八章 　
米こめ
籾もみ



















































































































（前）編 　精神運動篇 　一 　機械の人間圧迫史論 　二 　残酷の歴史 　三 　ファブレの生存競争の研究 　四







宗教推移の研究 　十一 　主観経済学の組織 　十二 　宗教の社会経済的価値
後編 　社会運動篇 　一 　階級争闘史論 　二 　貧民恒数論 　三 　日本農村の社会問題 　四 　兵庫県内特殊部落の起原に
就つい
て 　五 　幼児死亡率の研












という。さて、その“ごろつき” （略して“ごろ”という）だが、いろいろある。どこの学校や役所にも、 「教員ごろ」 「学生ごろ」 「政
治ごろ」 「土木ごろ」 「業者ごろ」が巣食っているし、当時は「博徒ごろ」 「
廓くるわ






















たしは博徒 ために一言弁明させてもらうが、地方には博徒ながら、りっぱな侠客もいた。賭場はたいてい密室の中か温泉場であった。手入れがあるとき 、事前にわかるようになっ いた。……



























第一編 　第一論 　現代の社会と経済 　第二編 　第二論 　同盟罷工と和解
及
仲裁制度 　第三論






















解放に及ぶ 　研究 　エタ源流考 　エタ名義考 　エタに対する圧迫の沿革




















































第一章 　批判の基準 　第二章 　労働者階級の発達 　第三章 　労働者問題












第一章 　成長発育の原理 　第二章 　国家 　第三章 　戦争
―
「一種の制度として」 　第四章 　所有財産 　第五章 　教育 　第六































る」 （ 「自序」 ）とのべている。
内容の概略は
―
第一章 　大戦の誘致せる改造の趨勢 　第二章 　理想的国家の建設 　第三章 　事制政治及偉人政治の謳歌 　第四章 　民主主義の


























第一章 　マルクスの生涯及び其著述 　第二章 　マルクス説と私の立場 　第三章 　
唯物論とカント哲学 　第四章 　唯物史観説の改造 　第五章 　労働価値及び剰余価値説


























第一章 　著者の見地 　第二章 　十八世紀の背景 　第三章 　仏国の旧制度 　第四章 　仏国の





























一 　思想を淘汰して挙国一心ならしむ。二 　挙国を総動員し、国威の宣揚を期す。三 　挙国皆兵 実現して 大いに軍国主義をおこなう。四 　資本と労働を統制して、挙 経済を一つに る五 　民主（国民の生活）を整理 粋を保守して、挙国一民ならしむ。六 　大権中心の実をあげ、政府 革新 、 選挙の制 定む。
本書は三部構成になっている。内容の概略は
―
第一篇 　国体の精華 　第一章 　国体 　第二章 　国体の精華 　第三章 　国史の成跡 　第二篇 　帝国の現状 　第一章 　帝国の地位 　第二章 政権の争奪 　第三章 人心の
頽たい
廃はい　第三篇 　国体精













































第一編 　社会主義の性質 　第二編 　社会主義の長所 　第三編 　社会主義の短所 　第四編 　中庸論
―
である。著者の考えの中
心は、社会改良主義（社会政策主義） よっ いまの社会組織の弊害を正し 社会の円満な 進歩発展を期すにある。
著者によると、 “社会主義”なる語がはじめて用いられたのは十九世紀である。が、いまではさまざまの意義を有するまでになったという。著









第一編 　将来社会観の種々 　一 　ジムメルとスペンサアとの将来社会観 　二 　集産主義の社会学的考察 　三 　ギルドソシアリ
ズムの社会学的考察 　四 　遊戯として 社会生活 　第二編 　富
及およ
び企業の集中 　五 　所得のパレト線に就いて 　六 　収益の丘を論ず 　第三編 　戦











社会問題の意義及由来 　第一編 　社会政策 　第一章 　社会政策の
意義及由来 　第二章 　社会政策の国家的方面 　第三章 都市的方面 第四章 　 政策の自助的方面 　第五章 　各国に於ける社会政策 　第二篇 　社会主 　第一章 　結論 第二章 　社会主義の意義及び由来 　第三章 　社会主義の理論 　四章 　各国の社会党 　第三篇 　労働組合 　第一章 　労働組合意義及由来 　第二章 　労働組合の組織及職能 　第三章 　英国労働組合 　 仏国労働組合 第五章 獨逸の労働組合 　第六章 露西亜の労 　第七章 　北米合衆国の労働組合 　第八章 　欧州諸国の労働組合


























第一章 　高利貸 　第二章 　質屋 　第三章 　公設質屋 　第四章 　
桂けい
庵あん




























































































諸論 　文明及び社会進歩の原理 　第一章 　戦争と文明の進歩 　第二章 　世界平和の基礎 　第三章 　デモクラシーの徹底 　第四
章 　仕事の機械化し行く傾向 　第五章 　教育改造の根本問題 　第六章 　婦人の覚醒 　第七章 　貧富の
懸けん
隔かく　第八章 　現代社会に於ける奴隷状態 　














著者は、 「自序」のなかでのべてい 。 「社会問題は、目下、我国に於ける重大問題である」と。社会問題 やかまし になるにつれて、社会主
義が宣伝せられ 無政府主義が鼓吹せられ、ひいては革命思想の横溢となる は自然の勢いであるという。わが国の現状は、まさにこれだと う
内容の概略は
―
第一編 　総論 　第一章 　社会問題の解決と財政 　第二章 　戦後財政の社会化 第三章 　 政策と財政 四 社会政策よ
り観たる我国の財政 　第二編 　官業の社会化 　第一章 　独占事業官営論 　第二章 　官業整理論を
駁ばく
す。
第三章 　専売拡張論 　第三編 　租税の社会化 　第一章 　社会的租税政策の根本理論 　第二章 　社会政策より観たる我国の税制 　三章 　国防充
実の為にする増税と税制整理 四章 戦時利得税論 以下、省略する
―
である。
著者によると、第一次世界大戦が終結すると、それと入れ替りにおこったものがあ う。それは欧米では大戦前から もので、 “社会


















書いた、いろいろな文章をあつめ 一冊にしたものである。「大正八年は日本の思想界が最も急激な進歩を呈した年である」 （ 「序」 ）という。福田徳三（一八七四～一九三○、明治・大正期 経済学者、民主主義の指導者 自由主義者と て、多くの論著を発表した。東京高商（一橋大学）教授）の時代が去って、河上肇の時代が来たという。堺によると、大正八年の前半は福田時代の全盛期であり、その後半は河上時代の興隆期であった。また 代 傾向 、デモクラシーから社会主
義研究へと進み、さらに社会主義研究から労働運動に転じつつ っ （四九頁） 。
内容の概略は
―
恐怖・闘争・歓喜 　政治運動、社会運動、労働運動 　大正八年の社会的総勘定 　社会主義思想の淵源及び其発達 　マルクス主
義の分化 　唯物史観概要 　唯物史観に対する諸批評 　マルクス説とダアヰン説 　現代社会の最も恐るべき弊害























に於ける試み 　第三章 　植民地発展 　第四章 　土地所有に関する新制度 　









前編 　ボルシェヴィキの運動 　緒言 　一 　ボルシェヴィキの起原 　二 　ボルシェ
ヴィキの指導者 　三 　ボルシェヴィキの抱負 　四 　ボルシェヴィキの機関 　五 　ボルシェヴィキの宣伝 　六 結論 　後編 　反ボルシェヴィキ運動















utlines of Social P
hilosophy, 1918 ）を反訳した







編 　社会的秩序の基礎 　第一章 　人間性 　第二章 　共同生活体 　第三章 　
結アツションシエーション
合生活体
の諸様式 　第二編 　国家的秩序 　第一章 　家族 　第二章 　教
94（75）
社会学伝来考









































引用者）と運動 　第一章 　序説 　第二章 　社会主義と個人主義 　第三章 　社会主義と倫理 　第四章 　社会













































































































第一編 　第一章 　社会主義、共産主義及びコムミユニズムの定義。 　第二章 　資本と労働の関係 　第三章 　土地に於ける私有
財産の起源 　第四章 　自然的正義と歴史的観察に
基もとず




第二編 　第一章 　産業的共産主義 　マルクスとラッサル 　第二章 　資本その は不生産的。 「利益」
即すなわ
ち「余剰価値」の定義 　第三章 　多様
なる「余剰価値」 　賃金生活者の境遇改革 　第四章 　共産主義の実地応用 　第五章 　共産社会に於ける分配 　第六章 　共産組織における労力の経済
第三編 　一章 マルクス派学説に関するベルンスタイン 批評 産業の集中 　マルクスの論拠 　第三章 　フランスに於け 社会主義


















第一部 　ロシア社会学の発端 　第一章 　ロシア社会学の政治的社会的背景 　第二章 　スラヴ主義及びロシア主義社会学説 　第





の諸学派 　第一章 　正統マルクス主義 　第二章 　新マルクス主義 　第三章 　無政府主義及び革命主義社会学 　
































































新社会主義への道 　全国の教育者に寄す 　労働問題の愛護 　労働の危機 　湘南
養よう
痾あ
録 　田園工業 　技術家の覚醒 　ソシアル・





























に入るまで 　第二章 　莫斯科の現状 　第三章 　レーニン氏との会見 　第四章 　ボルシェヴィツキ共和国の外交
　第五章 　ボルシェヴィツキ露西亜の産業 　第六章 　露国有名の大織物工場の参観 　第七章 　露国産業の将来 　第八章 　労農主義と土地問題 　第
九章 　ボルシェヴィズムと労働問題
第十章 　ソウエツト共和国の産業組合 　第十一章 　食料取締に関する労農制度 　第十二章 　運輸機関の現況 　第十三章 　興味に富めるボルシェ
ヴィツキ共和国の教育制度 　第十四章 　ボルシェヴィツキ裁判 度 　第十五章 　公衆衛生上の努力 　第十六章 　ボルシェヴィツキ国家の統轄 　第十七章 　公吏的労働者養成所たる
莫モスクワ
斯科




























第一章 　問題の提説 　第二章 　現代社会問題の歴史的要素 　第三章 　社会問題に於ける物質的
及および
生物的要素 　第四章 　社会





















し、諸論、総論および第二編第五章の後半は、けずり去ったという（ 「凡例」 ） 。
内容の概略は
―
総論及び緒論 　第壹編 　第壹章 　人類家族の立成 　第貮章 　家族の機能 　第




第貮編 　第壹章 　家、家族、国、国家、社会 　第貮章 　家族団体と国家団体 　第参章 　如何な
る家族が国社会の基礎たるべき
乎か　第四章 　世襲職業と家族精神 　第五章 　家族と財産 　第六章







































































第一編 　社会問題の帰趨 　第一章 　社会問題の大勢 　第二章 　社会改造論の分派 　第二編 　民衆的労働運動 　第一章 　我国に
於ける労働問題 　第二章 　労働不安の世界的流行
第三編 　労働運動の指導 　第一章 　労働運動の人道主義的指導 　第二章 　指導者の任務 　第四編 　社会問題を中心とする諸主張 　第一章 　民主

























にし、 『社会改造の理想 実際 　全』 命名したものという（ 「例言」 ） 。
ぜい言を要するまでもなく、バートランド・ラッセルは、元哲学者で り、科学者でもあった。が、一九一六年に 原理』を著して

































序論 　第一章 　哲学思想と社会思想 　第二章 　カント以後の哲学思想 　第三章 　新カント派の運動 　第四章 　ベルグソンの哲
学 　第五章 　プラグマテイズムと新実在論 　第六章 　近代社会思想の変遷 　第七章 　資本主義 的背景
第八章 　マルクスの中心思想 　第九章 　唯物史観の諸要素 　第十章 　唯物史観と哲学問題 　第十一章 　マルクス以後の社会思想 　第十二章 　マ
ルクス説とカント思想 　第十三章 　サンデイカリズムとベルグソン 　第十四章 　個人主義思潮 　第十五章 　デモクラシイの問題 　第十六章 　近代婦人問題
―
である。


































批判 　第五章 　ボルシェヴィズムの批判 　第六章 　社会主義と生産能力の減退 　第七章 　ギルドソオシ





















































































































我の諸方面 　第七章 　敵意 　第八章 　競争 　第九章 　指導たること或は人的優勢













































































第一章 　緒論 　全労働収益権と生存権と労働権 　第二章 　ドイツの法理学 　第三章 　ヰリヤム・ゴドヰン 　第四章 　チャールス・ホール 　第五
章 　ヰリヤム・タムスン 　第六章 　サン・シモニスムス 　第七章 　プルードン 　第八章 　ロードベルツス
第九章 　マルクス 　第十章 　ルイ・ブランとフェルディナンド・ラサーレ 　第十一章 　ドイツに於ける保守的社会主義 　第十二章 　イギリスに




























第一編 　社会問題の意義及び研究範囲 　第二編 　貧乏及び犯罪の原因 　第三編 　救済事業 　第四編 　教育事業 　第五編 　国家
















































前編 　マルクス思想の文化学的批判 　第一章 　マルクス哲学とカント哲学との基礎 　第二章 　マルクス唯物論の概要 　第三章
　社会革命的虚無主義の批評 　第四章 　マルクス唯物史観の概要 　第五章 　唯物史観と新カント学派の史観 　第六章 　マルクス余剰価値論と労働
の哲学 　第七章 　マルクス社会主義概要 　第八章 　社会主義と文化主義





























































緒論 　第一章 　問題 　第二章 　法律、国家、財産 　第三章 　ゴドウィンの学説 　第四章 　プルウドンの学説 　第五章 　スティ



























































第一篇 　理論上の制限 　第一章 　問題の提唱 　第二章 　「カール・マルクス」及び各派経済学者 　第三章 　歴史の経済的解釈
　第四章 　歴史の経済的解釈（つゞき） 　第五章 　公正 　第二篇 　実際上の制限 　第六章 　生産上の制限 　第七章 　分配上の制限 　第八章 　消費






















にあるか 　教育対文芸の争闘 　青年文学の勃興 　労働運動と普選






































第一章 　『経済学批判』の序文に見はれた唯物史観の公式 　第二章 　唯物史観公式中の一句について 　第三章 　唯物史観に所
謂『生産』 『生産力』 『生産関係』の意義 　第四章 　唯物史観と必然論 　第五章 　『共産宣言』に見はれた唯物史観の応用 　第六章 　『資本』に見はれた唯物史観の断片 　第七章 　唯物史観の要領
下篇 　翻訳第一章 　史的唯物論（唯物史観）略解（ボルハルト） 第二章 　唯物史観 宿命論と個人の努力（ブーディン） 　第三章 　唯物史観と因果律と精































第一章 　男女の性の本質に関する問題 　第二章 　男女の性より観たる人類の生存互助の問題 　第三章 　男女の性より観たる代
議政治の問題 　第四章 　男女の性より観たる法律問題 　第五章 　男女の性より観たる女子の労働及び職業の問題 　第六章 　男女の性より観たる産児制限の問題 　附録 　古典に現はれたる男女道徳観
―
である。





















（ 『国家学会雑誌』 『解放』 『改造』 『我等』 『早稲田文学』 『新潮』その他）に発表した論文または感想をまとめて一書としたものである。
本書はぜんぶで二十章から成っている。内容の概略は
―
第一 　直接行動の考察 　第二 　分産か共産か 　第三 　コール産業民主思想の基調 　第



















著者によると、 “社会主義”を口をするものは多いが、それをじっさい理解している者となる 、ごくわずか はないかという。そして、この








第一章 　現存財産の諸形態 　第二章 　原始共産制 　第三章 　家族即ち血族









































　一 　特殊部落とは何んぞや 　一 　特殊部落撲滅の意義 　一 　特殊部落撲滅の必要 　一 　特殊部落撲滅の二方面 　一 　特殊部
落撲滅の百案 　外面的希望 　現内閣 　特別名
撤てっ





























第一編 　社会階級の諸研究 　一 　階級社会の発生的考察 　二 　社会戦の社会
学 　三 　古代社会階級考 　四 　貴族階級の本質と心理と運命 　五 　軍人階級の社会史的考察 　第二編 　農民史
及および
農民問題の諸研究 　一 　社会主義と農民問題 　二 　農業の資本主義化と農民運























第一章 　マルクスと近時の批評家 　第二章 　唯物史観と階級闘争 　第三章 　唯物史観と其批評家 　第四章 　価値及び剰除価値
　第五章 　労働価値学説と其批評家 　第六章 　マルクス価値学説の『大矛盾』 　第七章 　経済上の矛盾と資本主義の消滅 　第八章 　資本の
聚しゅう
積せき　













社会組織の発端 　第一章 　動物生存の実相 　第二章 　社会組織の資格 　第三章 　社会組織の事由 　第二編 　社会組織の内容 　第三編 　社会組織の目的 　第四編 　社会組織の基礎
中巻 　第一編 　社会組織の秩序 　社会組織の経済 　第三編 　社会組織の風俗 　第四編 　社会組織の機関 　下巻 　第一編 　宇宙活動の定則 　第二












　第一講 　人類解放運動としての仏蘭西革命 　第二講 　産業革命と労働階
級の発生 　第三講 　資本主義の解剖 　第四講 　空想的社会主義と科学的社会主義 　第五講 　マルクス主義の概観
第六講 　デモクラシイの研究 　第七講 　ギルド社会主義・サンヂカリズム・ポリシエビイズ








































生産や商業行為は、すべて人口の多い都市部とその周辺においておこなわれるの ふつうである。村落（ことに農村）とは、農家があつまっている村のことである。農村の定義、そ 組織、その特徴、それがかかえている問題 一様ではない。
また農村を民衆の側からみた場合と、国家レベルでみたる場合とでは、見解がことなってくるという。
国家よりみたる場合、 の職能とは何かといえば、そこは単に食料の供給地としての役割をはたしているだけではない。農村は“国防”にと






















































2） 　「最近政変史論」 （ 『太陽』第十九巻第四号所収）
（










5） 　小沢栄一・小田泰正 研究 　日本 清水書院、昭和三十一年九月） 、四一一頁。
（
6） 　『コンサイス世界年表』 （昭和五十一年一一月） 四四一頁。
（











9） 　亀戸警察署の位置は、 『警視庁史 正編』によると、 「南葛飾郡亀戸町大字亀戸二九六二番地」 （同書、一一三頁）とある。そこは「亀戸事件犠牲者之碑」がある浄心寺にも近く、いま「三菱東京ＵＦＪ」 （銀行）がある角地のあたりである。
（
10） 　検束された者が署内でさわいだ、といったエピソードは、 東京震災録 東京市役所、昭和
2・
3）にも記事があり、それには「署内の留置場に於
て喧騒を極め、鎮撫の軍隊に反抗して刺殺せられたるあり」とある（ 「第十七節 　亀戸警察署」一三九頁） 。
（









皇太子を狙撃した難波大助」 （ 『日本政治裁判史録 　大正』 （第一法規出版株式会社、昭和四十四年八月） 、四四九頁。
（
14） 　大塚有章「難波大助の家族たち」 （ 『文藝春秋』昭和四十二年六月特別号所収）によると、この銃は伊藤博文が初代の朝鮮統監として京城でくらしていたとき、つねに身辺においていたものという。伊藤はこの杖銃を実家で 林家の当主・林文太郎に譲った。林家と難波家とは親戚関係にあったから、その縁故から難波家に渡ったようである。
（
15） 　今村力三郎『法廷五十年』 （専修大学出版局、平成五年三月 八三頁。
（












21） 　魯庵生「案頭三尺」 （ 『太陽』第二十四巻第十一号所収）
（
22） 　『図説 　日本文化の歴史 　⑫ 　正・昭和』 （小学館、昭和五十六年五月） 、一九四頁。
（





25） 　「日本に於ける労働不安」 （ 太陽』第二十六巻 七号所収）
（
26） 　『図説 　日本庶民生活史 第八巻 大正・昭和』 （河出書房新社、昭和三十七年 月） 、一六四頁。
（









29） 　芳賀栄造『明治大正筆禍史』 （文行社、大正十三年十一月） 一七七頁。
（
30） 　『日本政治裁判史録 大正』 （第一法規出版株式会社、昭和四十四年八月） 、二五一頁。
（
31） 　「新聞紙法違反被告事件 第一審公判始末書及同判決書」 （大原社会問題研究所蔵の写真複写史料）を参照。
〔補注〕山口県
下関市が生んだ最大にして最初の社会主義者0
・山口
孤こ
剣けん
（旧姓福田、本名・義三、
一八八三～一九二○）の墓の写真。孤剣は明治十六年（一八八三）四月十九日に下関豊前田町で呉服商の三男に生まれ、大正九年（一九二○）九月二日四国宇和島で病死した。享年三十八歳。合掌。……
山口弧剣の墓。（下関市西神田の市営墓
地の入口ちかくにある）。〔筆者撮影〕
